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令和５年度 山梨地方労働審議会 

第１回 婦人服製造業家内労働部会 議事録 

 

１  日  時：令和６年１月 19 日（金）  午前９時 58 分～午前 10 時 57 分 

 

２  場  所：山梨労働局 １階会議室 

 

３  出席者：公 益 代 表：落合委員、今井委員、岡松委員 

家内労働者代表：小林委員、岡本委員、白倉委員 

委 託 者 代 表：遠藤委員、鈴木委員、山岸委員 

事 務 局：岡村労働基準部長、井上賃金室長、平出室長補佐 

 

４  議  事 

（１）家内労働部会運営規程及び専決事項について 

（２）家内労働の現状等について 

（３）第 14 次最低工賃改正計画等について 

（４）婦人服製造業家内労働実態調査の結果について 

（５）山梨県婦人服製造業最低工賃の改正等について 

（６）その他 

 

５  家内労働部会審議 

（賃金室長） 

皆様おはようございます。 

少し早いのですけれども、皆様お揃いいただきましたので、ただいまから、山梨

地方労働審議会第１回婦人服製造業家内労働部会を開催いたします。 

本日は第１回目の会議ですので、部会長が選出されるまでの間、事務局で進行さ

せていただきます。 

本日は、全委員の皆様に御出席いただいておりますので、地方労働審議会令第８

条第３項の規定により準用した同条第１項の規定により、本部会を開催し、議決す

ることができますことを御報告いたします。 

また、本部会は、一般に公開しておりますが、事前に公示を行いましたところ、

傍聴希望者はおりませんでしたので併せて御報告いたします。 

本部会は、山梨地方労働審議会の本審の委員と、今回、新たに山梨労働局長が任

命させていただいた、関係業界や労働組合の代表等である臨時委員の皆様により構

成されておりますが、いずれの委員につきましても、令和５年 11 月 21 日に開催さ
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れました山梨地方労働審議会の本審におきまして、会長から本部会の委員に指名い

ただいております。 

なお、臨時委員の皆様方の辞令につきましては、机上配付とさせていただいてお

りますので御確認をお願いいたします。 

続きまして、各委員の御紹介についてですが、お手元に委員名簿と配席表をお配

りしております。 

これをもちまして御紹介に代えさせていただきたいと存じますのでよろしくお願

いいたします。 

続きまして、労働基準部長の岡村から御挨拶を申し上げます。 

 

（労働基準部長挨拶） 

  皆様おはようございます。 

委員の皆様方におかれましては、部会委員への御就任をお引き受けいただき、ま

た、御多用の中、本部会に御出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

山梨地方労働審議会第１回家内労働部会の開会に当たりまして、御挨拶申し上げ

ます。 

まずは、１月１日に発生しました能登半島地震によってお亡くなりになられまし

た方々の御冥福をお祈り申し上げますとともに、被害を受けられました方々に対し

ましてお見舞い申し上げたいと思います。 

厚生労働省では、被災者の皆様に対しまして、災害救助法に基づく医療支援、そ

れから生活、衛生面での支援を行うとともに、被災地域の管轄労働局におきまして

は、労災保険や雇用保険などの申請の簡素化など、様々な支援を行っているところ

でございます。 

引き続き関係機関と連携して、迅速な対応をとっていきたいと思います。 

さて、山梨県においては、家内労働の最低工賃として、電気機械器具製造業、婦

人服製造業及び貴金属製品製造業の３種類が定められており、計画に基づき、これ

らの最低工賃の見直しに係る審議を、毎年１種類ずつ、３年サイクルで実施させて

いただいております。 

本年度は、婦人服製造業最低工賃の見直しの年となっていることから、同最低工

賃につきまして御審議いただきたく、皆様にお集まりいただきました。 

家内労働法が制定されました昭和 45 年当時は、全国で 200 万人を超える家内労

働従事者がおりましたが、令和４年の調査では、全国で約９万８千人と大きく減少

しています。 
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また、山梨県内でも、ここ数年間は約 1,500 人の水準で推移しているのが現状で

ございますが、労働行政といたしましては、家内労働者の労働条件の確保、生活の

安定を図っていくことは、依然として重要であると考えているところでございます。 

本日は、部会長の選出など、所定の手続きを行っていただきました後、家内労働

等の現状や第 14 次最低工賃改正計画、婦人服製造業家内労働実態調査結果、婦人

服製造業最低工賃の改正などにつきまして、御審議をお願いいたします。 

限られた審議時間ではございますが、慎重かつ十分な御審議をお願いいたします。 

事務局といたしましても、審議が円滑に進みますよう鋭意努力してまいりますの

で、是非とも全会一致に向けまして御尽力賜りますようお願い申し上げまして、御

挨拶とさせていただきます。 

本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

（賃金室長） 

続きまして、次第の３、部会長の選出及び部会長代理の選出に入ります。 

家内労働部会の部会長につきましては、地方労働審議会令第６条第５項により、

「公益を代表する委員のうちから委員が選挙する。」とされています。 

事前に公益委員の皆様で協議をしていただいておりますので、結果につきまして

今井委員から御報告をお願いいたします。 

 

（今井委員） 

それでは、私から報告、推薦させていただきます。 

事前に公益委員で協議した結果、部会長に、地方労働審議会本審の委員でもあり

ます落合委員を推薦させていただきたいと思います。 

 

（賃金室長） 

ありがとうございます 

ただいま、今井委員から「部会長に落合委員を」との御推薦をいただきましたが、

いかがでしょうか。 

 

（委員一同） 

（異議なし。） 

 

（賃金室長） 

ありがとうございます。 

全会一致で部会長に落合委員が選出されました。 
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続きまして、部会長代理の選出についてですが、部会長代理につきましては、地

方労働審議会令第６条第７項により「部会長があらかじめ指名する者が、その職務

を代理する。」とされています。 

落合部会長から部会長代理の指名をお願いいたします。 

 

（落合部会長） 

  皆様よろしくお願いいたします。 

ただいま家内労働部会の部会長に選任されました落合です。 

私のほうから部会長代理の指名ということでございますけれども、部会長代理は、

今井委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（各側委員） 

  （異議なし。） 

 

（今井委員） 

（了承） 

 

（賃金室長） 

皆様の全会一致で今井委員の部会長代理ということで選出していただきました。 

部会長は落合委員、部会長代理は今井委員に決まりましたので、お手元の委員名

簿につきまして、部会長の落合委員のお名前の左側に二重丸の記号を、部会長代理

の今井委員のお名前の左側に丸印の記号を記載していただきますようお願いいたし

ます。 

それでは、落合部会長から御挨拶をいただきまして、以後の議事進行をよろしく

お願いいたします。 

 

（落合部会長） 

  はい、着座にて失礼いたします。 

  先ほども御挨拶させていただきましたけれども、ただ今、家内労働部会の部会長

に選出されました落合恵子と申します。 

  よろしくお願いいたします。 

  不慣れな点も多々あるかと思いますけれども、本日は有意義な審議ができますよ

う努めていきたいと思いますので、どうぞ、皆様の御協力をよろしくお願いします。 

 

【 議事 （１）家内労働部会運営規定及び専決事項について 】 
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（落合部会長） 

それでは、議事に入りたいと思います。 

まず、議事の（１）「家内労働部会運営規程及び専決事項について」、事務局から

御説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

それでは説明いたします。着座にて失礼いたします。 

具体的な説明に入る前に、配付資料の御確認をお願いいたします。 

配付資料としましては、山梨地方労働審議会審議資料、山梨地方労働審議会関係

規定等資料、山梨地方労働審議会参考資料の３種類と、家内労働のしおりと表紙に

書かれている資料が、コピー用紙で作成した山梨労働局版のものと、中綴じしたパ

ンフレットとなっている厚生労働省版の２種類あります。 

それらのうち、まず、表紙に参考資料と記載している資料ですが、こちらでは、

婦人既製服とニット製品の作業工程等の説明資料と、山梨の最低工賃と近似した他

県の最低工賃の資料を内容としております。 

次に、「家内労働のしおり」についてですが、こちらは、毎年、作成しまして一

般向けに公開している資料となりますが、こちらも参考として御用意しております。 

次に、表紙に、山梨地方労働審議会関係規定等資料と書かれております資料をお

手元に御用意いただければと思います。 

まず、関係規定等資料の１ページ目を御覧ください。資料には各ページの右下に

ページ番号を記載しておりますが、このページ番号で御案内をさせていただきます。 

１ページ目は「地方労働審議会の仕組み」の図になります。 

図の一番上の中央に、「山梨地方労働審議会」の記載がございますが、地方労働

審議会は、労働行政の施策等について審議を行っていただく審議会になっておりま

す。 

家内労働に関しましては、家内労働法という法律によりまして、労働局長は、都

道府県労働局に置かれる審議会の調査審議を求め、その意見を聴いて、最低工賃の

決定、改正及び廃止を行うことができるとされておりまして、山梨地方労働審議会

がその審議会に該当します。 

また、地方労働審議会は、「家内労働部会」を設置することができ、また、最低

工賃の改正等について労働局長から調査審議を求められた場合には、「最低工賃専

門部会」を設置し、最低工賃額等の具体的な審議を行うこととされています。 

家内労働部会及び工賃専門部会の委員につきましては、地方労働審議会令により、

家内労働者を代表する委員と委託者を代表する委員の数は同数とされており、山梨
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地方労働審議会運営規程により、委員の数は、公、労、使、各側とも３名の合計９

名で構成することとされています。 

次に資料の３ページを御覧ください。 

最低工賃の改正決定に至るまでの流れを記載した図になります。 

図の左上からの説明になりますが、本日、開催しております家内労働部会の設置

につきましては、令和５年 11 月 21 日に開催されました山梨地方労働審議会におき

まして、設置が決定されたところでございます。 

この家内労働部会におきましては、「最低工賃の改正の必要があるかないか」を

御審議いただくこととなります。 

「改正の必要あり」との結論になった場合には、最低工賃をいくら引き上げるべ

きかという、具体的な金額などにつきまして、最低工賃専門部会を開催して別途審

議いただくこととなり、引上げ額について結論が出ましたら、労働局長あてに答申

をいただき、その後、答申要旨の公示、異議申出の受付、官報公示、改正した最低

工賃の効力発生という流れになります。 

なお、改正決定に係る諮問につきましては、地方労働審議会の本審を開催するこ

となく、山梨労働局長名の諮問文を直接、同審議会の会長あてに交付することによ

りまして行うこととしております。 

また、本日の家内労働部会におきまして、「最低工賃の改正決定の必要がない」

との結論に至った場合には、その旨を今後開催される地方労働審議会の本審に報告

して手続きは終了となり、最低工賃専門部会は開催されないこととなります。 

次に資料の７ページを御覧ください。 

地方労働審議会令の条文を記載しております。 

まず、委員の任期につきまして、第４条に規定が置かれています。 

第１項におきまして、「委員の任期は２年」と書かれておりますが、これは、地

方労働審議会の本審の委員の任期が２年ということでありまして、本審の委員では

ない、関係業界の代表等である臨時委員の皆様につきましては、同条第４項におき

まして、「調査審議が終了したときに解任されるものとする。」と規定されておりま

すので、御承知おきいただければと思います。 

次に 10 ページを御覧ください。 

こちらは、山梨地方労働審議会運営規程になりますが、第 12 条の２の規定を御

覧ください。 

こちらは、各部会の終了に係る規定となりますが、「第９条の規定により設置し

た部会」には、家内労働部会も該当しますが、「その任務を終了したときは廃止さ

れたものとみなす」とされており、また、次の第 13 条では、最低工賃専門部会に
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つきましても、「その任務を終了したときは廃止されたものとみなす」とされてい

ます。 

以上につきましても御承知おきをお願いいたします。 

次に、部会の専決に関する規定について説明いたします。 

本来であれば、部会で議決した事項につきましては、部会報告を作成して、地方

労働審議会の本審に提出し、同報告を受けて、本審で改めて議決を行って決定する

流れとなりますが、専門部会で決めていただいた事項につきまして、改めて、本審

を開催して、決議することは手数がかかりますので、あらかじめ、専決の基準を設

けているということでございます。 

専決の基準についての規定としまして、まず、資料の８ページを御覧ください。 

こちらは地方労働審議会令になりますが、第６条第８項におきまして、「審議会

はその定めるところにより、部会の決議をもって審議会の決議とすることができ

る。」とされ、最低工賃専門部会につきましても、第７条の第４項により、第６条

第８項を準用する形で、同様に規定されております。 

次に 10 ページを再び御覧ください。 

山梨地方審議会運営規定の第 10 条第１項におきまして、「部会長が本審の委員で

ある部会が議決をしたときは、その部会の議決をもって本審の議決とする。」こと

が規定されております。 

さらに、戻っていただきまして、資料の５ページを御覧ください。 

項目の４になりますが、本年 11 月 21 日に開催されました地方労働審議会の本審

におきましても、「部会決議をもって審議会の議決とみなす」ことを確認的に、改

めて決議いただいているところでございます。 

以上によりまして、本部会における決議が本審の決議とみなされることとなりま

す。 

説明は以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ありがとうございました。 

ただいま、家内労働部会の運営規程及び専決事項について事務局から説明をいた

だいたところでございますけれども委員の皆様方から、何か御質問等はございます

でしょうか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 
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【 議事（２）家内労働の現状について 】 

 

（落合部会長） 

よろしいですか。 

それでは、次に議題の（２）「家内労働の現状について」、事務局から御説明をお

願いします。 

 

（賃金室長） 

  続いて説明させていただきます。 

お手元の資料のうち表紙に「山梨地方労働審議会審議資料」と書かれている資料

を使用して説明させていただきます。 

資料の１ページ目を開いていただければと思います。 

こちらは、厚生労働省が昨年度実施しました「家内労働概況調査」の結果を取り

まとめた資料になります。 

１ページと２ページに、全国の調査結果の概要が記載されております。 

その一部を申し上げますと、まず、２の（１）の家内労働者数の推移ですが、昭

和 48年度の約 184 万人がピークで、令和４年度は 95,108 人と、20分の１近くまで

減少しております。 

次に、（２）の男女別では、家内労働者の 88.3％を女性が占めております。 

（３）の類型別では、世帯主が本業として行う専業ではない、主婦等が従事する

内職的家内労働者の割合が 93.9％と大部分を占めています。 

（４）の業種別でみますと、山梨県でも最低工賃を設定しております婦人服製造

を含む「繊維工業」の家内労働者数が最も多く、21,554、次いで、電気機械器具製

造業が 12,564 となっています。 

続いて、次のページになりますが、３の（１）の委託者数につきましては、全体

で 7,017、（２）の業種別では、繊維工業が最も多く、次いで、電気機械器具製造

業となっています。 

３ページ目以降は調査の具体的な集計結果になりますので参考としていただけれ

ばと思います。 

次に９ページを御覧ください。 

山梨県と全国の委託者数及び家内労働従事者数の推移を表したグラフとなります。 

山梨県のデータにつきましては、本年度の最新のデータも反映しております。 

上側のグラフが山梨県の状況ですが、山梨県におきましても、全国と同様に減少

しており、近年でも年により増減はありますが減少傾向にあります。 
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本年度の調査結果では、委託者数が 157、家内労働従事者数が 1,531 人となって

おります。 

なお、「家内労働従事者」とは、家内労働者のほかに、家内労働者の同居の親族

であって、家内労働者を手伝う「補助者」を合計したものになります。 

次に 10 ページを御覧ください。 

県内の繊維工業での、委託者数及び家内労働従事者数の推移を表したグラフとな

ります。 

繊維工業につきましては、表の下に注釈がありますが、婦人服などの既製服製造

のほか、繊維関係の様々な業種が含まれている分類となります。 

繊維工業の分類におきましても、委託者、家内労働従事者ともに減少している状

況となっております。 

説明は以上です。 

 

（落合部会長） 

ありがとうございました。 

ただいま事務局から家内労働の現状について御説明をいただきました。 

委員の皆様、何か御質問等ございますか。 

 

（各側委員） 

  （質問等なし。） 

 

【  議事（３）第 14 次最低工賃改正計画等について 】 

 

（落合部会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは、次に議題の（３）の「第 14 次最低工賃改正計画等について」、事務局

から御説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

それでは、最低工賃の改正計画等について説明いたします。 

まず、資料の 11 ページを御覧ください。 

最低工賃の改正につきましては、全国で３年周期での新設・改正計画を策定して

おり、現在は、令和４年度を初年度とする第 14 次最低工賃新設・改正計画により、

改正等の手続きを進めております。 
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山梨県では、最低工賃につきましては、電気機械器具製造業、婦人服製造業、貴

金属製品製造業の３種類が定められておりまして、毎年１種類ずつ、御審議をいた

だいております。 

次の 12 ページは、第 14 次計画中の改正、新設、廃止についての方針を示したも

のとなります。 

まず、改正につきましては、２の（１）計画的な改正におきまして、３年を周期

とする計画に従って見直しを行うことが原則とされております。 

（２）の改正諮問の見送りですが、改正を行う状況にないと判断され、改正諮問

を見送る場合は、地方労働審議会または家内労働部会において、御了解を得た上で

見送りを行うこととされております。 

３の新設につきましては、設定の必要性が高い業種で、（１）から（３）に示さ

れている要件に合致するものについて実施するとされております。 

最後の、４の廃止につきましては、家内労働者数が 100 人未満に減少して、将来

的に増加する見込みがないなどの場合には、廃止についても検討する、とされてお

ります。 

次に 13 ページを御覧ください。 

婦人服製造業最低工賃の現在の金額を記載した一覧表になります。 

婦人服の縫製の関係では、11 の作業工程について、ニットの関係では、３つの

作業工程について、最低工賃を定めております。 

続く 14 ページからが、用語の説明資料となります。工程の説明に関しましては、

こちらの資料のほか、先ほど御覧いただきました「参考資料」にも作業工程等の説

明資料がございますので、あわせて御覧いただければと思います。 

次に審議資料の 17 ページを御覧ください。 

山梨県婦人服製造業最低工賃の改正の推移を表した一覧表になります。 

婦人服の縫製とニット製品製造につきましては、もともとは別の最低工賃として

設定されておりましたが、平成 20 年度に一つの最低工賃に統合され、現在に至っ

ているため、表が２段に分かれております。 

統合された後、上の表の婦人服の縫製の関係は、平成 23 年度は、２つの工程を

除き金額改正、26 年度は改正が見送られ、29 年度は一部の工程の規格の新設と変

更を含み改正、令和２年度はすべての工程について金額改正という推移になってお

ります。 

次に、下の表のニットにつきましては、統合された後、平成 23 年度は縫製では

改正がありましたが、ニットは金額改正なし、26 年度は見送り、29 年度は一番上

のオーバーロックミシンによる工程のみ金額改正、令和２年度はすべての工程につ

いて金額改正という推移になっております。 
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次に資料の 19 ページを御覧ください。 

こちらは全国の婦人服とニット関係の最低工賃を設定している都県の一覧となり

ます。令和元年度を初年度とする第 13 次計画時点で設定していたのは 28 都県あり、

令和元年度以降で、改正があったのは 11 県、改正されていないのは 15 都県、廃止

が２県となっております。 

次に資料の 21 ページを御覧ください。 

審議の御参考としていただくために、他都県において定められている、似たよう

な作業工程についての、最低工賃の金額及び発効日をとりまとめた資料となります。 

令和３年以降に改正された工賃につきましては、発効日を朱書きとしております。 

作業工程等の規格が異なりますので、単純に山梨県の最低工賃額との比較はでき

ませんが、御参考としていただければと思います。 

最後になりますが、各都県の最低工賃の詳細などにつきましては、先ほど御覧い

ただきました参考資料の中に各労働局のホームページから入手した資料を含めてお

りますので、あわせて参考としていただければと思います。 

説明は以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ありがとうございました。 

ただいまの事務局からの説明について、何か御質問等はございますでしょうか。 

 

（各側委員） 

  （質問等なし） 

 

【  議事（４）婦人服製造業家内労働実態調査の結果について 】 

 

（落合部会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは次に、議題の（４）の「婦人服製造業家内労働実態調査の結果につい

て」、事務局から御説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

引き続き説明させていただきます。 

資料の 47 ページを御覧ください。 

こちらは、本年度、山梨労働局で実施しました家内労働実態調査結果の概要を取

りまとめた資料になります。 
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まず、調査対象の選定について、説明いたします。 

家内労働の委託を行っている委託者は、家内労働法の規定に基づき「委託状況届」

という書類を毎年、労働局長に提出することとされております。この届出により、

家内労働の委託者を把握することができるのですが、これにより把握した婦人服製

造関係の委託者に対してだけではなく、繊維製品製造関係の業種に該当する事業者

を幅広にとらえまして、委託者向けの調査票を送付し、また、回答期限までに回答

が無かった事業者に対しましては、督促も行い、調査を実施いたしました。 

また、委託者向けの調査の際には、実際に仕事を出している先である家内労働者

の名簿の提出もお願いしまして、御提出いただくことができました家内労働者の名

簿を基に、家内労働者向けの調査も併せて実施いたしました。 

調査の対象数は、このページの下から２番目の表の左端の欄にあります、62 の

事業者で、そのうち 50 社から回答をいただき、回答率は 80.6％となりました。 

また、回答をいただいた 50 社のうち、現在、家内労働を委託している事業者は

22 社となりました。この 22 社が家内労働法上の委託者ということになります。 

次に、一番下の表ですが、22 の委託者のうち、山梨県婦人服製造業最低工賃の

適用を受ける業種の委託者は 10 社で、そのうち、婦人服縫製を行っている委託者

が４社、ニット製品を製造している委託者が６社となっています。 

続いて、次の 48 ページの一番上の表を御覧ください。 

先ほどの 22 社の委託者が、現在、仕事を委託している家内労働者数になります

が、全体で 88 名、そのうち、山梨県婦人服製造業最低工賃の適用業種に該当する

家内労働者は、29名となり、その内訳は、婦人服が 13名、ニットが 16名となって

います。 

ここまでが委託者向けの調査結果となり、（２）からが家内労働者向けの調査結

果となります。 

調査対象は、先ほど説明しましたとおり、委託者から名簿の御提供をいただけた

方になりますので、人数の回答はあったものの、名簿の御提供をいただけなかった

委託者分が除かれまして、調査数は 62 名となっています。 

結果は、全体の回答数は 41 名で、最低工賃適用業種に限りますと、婦人服縫製

が、調査対象数 10 名、回答数８名、ニット製品が調査対象数８名、回答数６名と

なりました。 

次に、49 ページのグラフを御覧ください。 

委託者数と家内労働者数の推移のグラフとなり、上側が婦人服、下側がニットに

なります。 

３年ごとの工賃見直しの際に、毎回同様の調査を行っている調査結果をもとにし

ておりますので、数値は３年おきのデータになっております。 
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いずれのグラフにおきましても、委託者、家内労働者ともに、大きく減少してい

る状況にあります。 

51 ページからは、調査結果の詳細となります。 

こちらの調査結果は、婦人服製造業最低工賃の適用業種の委託者からの回答のみ

をまとめたものとなります。 

次の 52 ページを御覧ください。 

一番上の表の項目５、家内労働者への委託量の変化についての設問です。 

少ない回答数からの結果とはなりますが、コロナ禍にあった令和２年と比較して、

婦人服縫製においては、「増加した」はなく、「減少した」と「増減なし」が同数と

なり、ニット製造では、「増加した」「減少した」「増減なし」が同数となっていま

す。 

また、項目６の「委託量の見通し（今後の見込み）」につきましては、婦人服縫

製、ニット製造ともに、「増減なし」の割合が高い結果となっております。 

次に項目７の「工賃の決定方法」ですが、令和２年調査では、「世間相場」が最

も高い結果となっていましたが、今回の調査では、傾向が把握できる結果とはなり

ませんでした。 

次に 53 ページを御覧ください。 

項目 12 が、最低工賃が設定されている工程での委託単価の状況になります。 

委託者、家内労働従事者ともに母数が減少しているため、それぞれの工程のデー

タ数が少ないのですが、表の中ほどの事業所の支払工賃欄の、「最低」の列に、回

答があったうちで最も低い単価、「最高」の列に最も高い単価を記載し、その右側

に加重平均額を記載しております。 

最低額については、下側の表のニット製造のうち、「リンキングミシンによる取

り付け」の工程のみ、山梨県最低工賃額を下回っている委託者がありましたが、そ

れ以外の工程では、いずれも山梨県最低工賃額を上回る金額となっています。 

続きまして、項目 13 の「工賃設定外の委託状況」ですが、こちらは、最低工賃

を設定している工程以外の工程について、家内労働者へ委託しているものを回答い

ただいた結果となりますが、ニット製造での２つの工程について回答がありました。 

次に 54 ページを御覧ください。 

項目 14 の最低工賃の必要性についてですが、「必要」と「ないよりあった方が良

い」を合わせますと、高い割合の委託者が、その必要性を肯定的に捉えていただい

ておりました。 

次に 55 ページを御覧ください。 

ここからは、家内労働者個人に対して実施した調査結果をまとめた資料となりま

す。 
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最初の表を御覧ください。 

調査は、工賃適用業種に該当する家内労働者以外の方にも対象を広げて実施しま

した。 

回答が得られた方のうち、工賃適用業種に該当する方は、14 名、そのうち婦人

服が８名、ニットが６名となっています。 

項目１になりますが、男女の構成を見ますと、お一人を除き女性が大部分を占め

ております。 

次に項目２の年齢を見ますと、70 代が最も多く、また、全員が 60 歳代以上とな

っています。 

項目４の経験年数については、20 年以上が８割以上となり、短くても 10 年以上

15 年未満となっており、長い期間内職を続けている方が多いことがわかります。 

先ほどの年齢のことも考慮しますと、新たにこの業界の内職に参入して来る方、

特に若い方はいないことがわかります。 

少し飛びまして、次に 56 ページの項目７の仕事量の変化を御覧ください。 

回答をいただいた 12 名のうち、９名の方が減少したとの回答になっています。 

理由をその下にまとめておりますが、９名のうち、委託者側から委託される量が

減少したとする回答が４名、また、その他と回答いただいた２名の方からはコロナ

で減少との理由も挙げていただいており、家内労働者側以外の事情で減少している

割合が高い状況にありました。 

次の 57 ページを御覧ください。 

まず、項目８の３年前と比較した工賃単価の変動についてですが、変わらないと

の回答が９名、「高くなった」と「安くなった」の回答は、どちらも２名という結

果になっています。 

項目９から 12 は、昨年７月の稼働実績や工賃収入、令和４年度の工賃収入を回

答いただいた結果をまとめております。 

次に 58 ページを御覧ください。 

項目 16 の最低工賃に係る御意見ですが、「必要」と「ないよりあった方が良い」

を合わせますと、高い割合の方が、その必要性を肯定的に捉えていただいておりま

した。 

次に 60 ページを御覧ください。 

委託者から回答があった各作業工程の設定工賃と１時間当たりの平均作業量を基

に、各工程の作業に１時間従事した場合の「時間換算額」を試算した資料となりま

す。 

まず、この資料を御覧いただく際に御留意をお願いしたい事項を説明いたします。 
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右側から２列目が、平均単価となりますが、この資料は、委託者のうち、単価と

平均作業量を両方御回答いただけた委託者のみに限って作成しておりますので、先

ほど御覧いただいた、53 ページの金額とは異なっております。 

次に、最後の行の「手かがり」について、「回答なし」としておりますが、単価

について回答をいただけた委託者においては、現在、家内労働者に委託しておらず、

平均作業量については御回答いただけなかったため、「回答なし」としております。 

次に、前回改定時の、令和２年の調査との違いについて説明いたします。 

前回調査においては、家内労働者からも一定の数で、それぞれの方の作業量につ

いて御回答いただくことができたため、各家内労働者に仕事を任せている委託者が

設定している工賃を掛け合わせて、時間換算額とその平均を算出することができた

のですが、今回は、家内労働者の方からの回答が少なく、また、電話での問い合わ

せに応じていただけた方においても、工程単独での作業量はわからないとの趣旨の

御回答がほとんどであったため、委託者からの御回答による集計としております。 

この、背景としましては、委託者の方から、また、家内労働者の方からお伺いし

ても同様のお話があるのですが、現在は最低工賃が設定されている工程のみでの仕

事の委託はなく、前後の工程や、別の加工もまとめて委託したり、服を一着分まと

めて委託するなどされているため、工賃設定の工程に限った作業量を出すことは困

難であるとのことがあります。 

また、婦人服製造に限らず、家内労働全般で言えることになりますが、時間当た

りの平均作業量は、家内労働者個人ごとに大きく異なっております。 

その差には、作業の習熟の度合いのほか、それぞれの方の事情として、単位時間

当たりできる限り稼ぎたい方、家事や介護などの合間の時間を活用して仕事をされ

ている方、テレビなども見ながら御自身のペースで仕事をされている方など、雇用

契約による労働と比べますと、差が大きいこともあり、委託者においても、標準的

な作業量はわからないとのお答えが多くなる事情があります。 

御覧いただいている資料では時間換算額の平均値を算出しておりますが、調査の

母数が前回調査までに比べて大きく減少していることのほか、そのような背景もあ

りますことをお含みいただきまして、御覧いただければと存じます。 

実態調査の結果の説明は以上です。 

 

（落合部会長） 

  ありがとうございました。 

ただいま実態調査の結果につきまして事務局から御説明いただきましたけれども、

委員の皆様、何か御質問等はございますでしょうか。 
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（各側委員） 

  （質問等なし。） 

 

【  議事（５）山梨県婦人服製造業最低工賃の改正等について 】 

 

（落合部会長） 

  よろしいでしょうか。 

それでは、次に、議題の（５）の「山梨県婦人服製造業最低工賃の改正等につい

て」に入りますが、まず、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

  説明させていただきます。 

審議資料の 61 ページを御覧ください。 

こちらは山梨県の地域別最低賃金額及び特定最低賃金額の推移と引上げ額・引上

げ率を示した一覧表になります。 

最低賃金につきましては、原則として、産業や職業の種類を問わず、県内の事業

場で働く全ての労働者と、労働者を一人でも使用している全ての使用者に適用され

る地域別最低賃金と、特定の産業に属する事業場の労働者とその使用者にのみ適用

される特定最低賃金がございます。 

山梨県の特定最低賃金としましては、電気関係と自動車関係の２種類がございま

すので、これらの特定最低賃金の推移も併せて記載しております。 

表の一番右側の列には、前回、婦人服製造業最低工賃の改正審議をいただいた令

和２年度の最低賃金と比較した、現在の最低賃金の上昇率を参考として記載してお

ります。 

次に 62 ページを御覧ください。 

こちらから 64 ページまでが、県内の賃金関係のデータの資料となります。 

説明は省略いたしますが、県内の給与等の経年的な推移を示した資料などになり

ます。 

次に 65 ページを御覧ください。 

山梨県で発表しております「山梨県の賃金・労働時間及び雇用の動き」の令和５

年 10 月分の速報になります。 

こちらは、先ほどの賃金関係の資料とあわせて御覧いただければと思います。 

次に 83 ページを御覧ください。 

12 月 27 日に山梨県が発表しました、「山梨県鉱工業指数」の 10 月分の資料にな

ります。 
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このうち 85 ページを御覧いただきますと、10 月の概況が記載されております。 

山梨県の鉱工業指数のうち、「生産」、「出荷」、「在庫」の指数は、「前月」に対し

てはいずれも低下、「前年同月」に対しては「生産」と「出荷」が低下、「在庫」は

同水準となっております。 

次の 86 ページから生産の動向について記載されております。 

そのうち、89 ページを御覧ください。 

主要産業の生産動向のグラフが掲載されており、婦人服の製造等を含む繊維工業

のデータが 89 ページの下側のグラフにあります。 

平成 27 年を基準の 100 として比較した数値が示されておりますが、繊維工業の

指数は、令和３年から４年にかけては 70 前後で推移し、令和５年は 50 台で推移し

ている状況です。 

次に 109 ページを御覧ください。 

１月 15 日に山梨県が発表しました甲府市消費者物価指数の令和５年 11 月分の資

料となります。 

113 ページを御覧いただきますと、消費者物価指数の動向が記載されております。 

指数は、2020 年を基準の 100 としておりますが、１の（１）の総合指数を御覧

いただきますと、本年 11 月は、前年同月よりも 2.8％の上昇で、21 か月連続プラ

スとなっています。 

次に、123 ページを御覧ください。 

山梨中央銀行が発表しております「調査月報」の 2024 年１月分になります。 

次の 124 ページを御覧ください。 

下の方に「概況」の記載がございますが、11 月から 12 月の県内景気は、「緩や

かな持ち直しの動きが一服している。需要面においては、個人消費が持ち直してい

る一方、設備投資は力強さを欠いている。生産面においては、海外経済の減速等を

背景に機械工業が弱い動きとなっている。」とされております。 

次に、127 ページを御覧ください。 

県内主要業界の動向として、ニット業界の動向が記載されておりますが、「受注

面では、総じて横ばい圏の推移となっている」等の記載となっております。 

説明は以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ありがとうございました。 

ただいまの事務局から御説明いただきましたが、委員の皆様、何か御質問等はご

ざいますでしょうか。 
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（各側委員） 

  （質問等なし。） 

 

（落合部会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは、これから最低工賃の審議に入りたいと思います。 

本日の部会におきましては、「婦人服製造業最低工賃について、改正する必要が

あるか否か」について審議を行って、結論を出すこととなります。 

具体的な金額の検討は行わないことにつきまして、改めて御留意いただきまして、

議論を始めたいと思います。 

御意見等、どなたかございますでしょうか。 

 

（岡本委員） 

  よろしいでしょうか。 

 

（落合部会長） 

  お願いします。 

 

（岡本委員） 

  ＵＡゼンセンの岡本と申します。 

よろしくお願いします。 

  様々な資料で御説明いただいているのですが、参考資料の 61 ページの最低賃金

との関係でいくと、山梨県最低賃金、それと山梨県電子部品デバイス、自動車同附

属ともども、一番低くても、この３年間で 5.7％、県最低賃金で行くと 11.3％とい

うように上がっています。 

ほかの資料でも出てきていますように、実質賃金の低下がずっと続いているとい

うようなことも考え合わせますと、やっぱり改定の必要性があるかなと考えており

ます。 

とりわけ、今後も物価の上昇が懸念されているというようなことも含めまして、

改定の必要性があるのかなという考え方を持っています。 

  以上です。 

 

（落合部会長） 

今、岡本委員から御意見頂戴しましたが、ほかの委員の皆様はいかがですか 
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（遠藤委員） 

  よろしいですか。 

 

（落合部会長） 

  はい、遠藤委員お願いします。 

 

（遠藤委員） 

  一連の御説明をお聞きする中で、やはり、当然ながら、最低賃金も上がり、全体

的な賃上げですね、企業で、全体的に賃上げが進んでいる、片側ではやはり、物価

ですね、物価増はこれからも進んでいくというお話もありましたけれども、それも

考えれば、やはり、金額に関しても検討の余地があると思うのですけれども、最低

工賃については、上げるべきなのかなと、個人的には思いました。 

 

（落合部会長） 

ただいま遠藤委員からも、見直しの必要があるのではないかという御意見を頂戴

いたしましたが、ほかの委員の皆様、いかがでしょうか。 

 

（小林委員） 

  お願いします。 

 

（落合部会長） 

  はい、小林委員、お願いいたします。 

 

（小林委員） 

  よろしくお願いいたします。 

  山教組の小林です 

  私も勉強不足で難しいことはわからないのですが、他県の最低工賃と比べてみる

ものではないと思いつつも、ちょっとこう、山梨は割と低めに設定されているとこ

ろが多いのかなとか思い、改定は必要かなと思っていますが、ちょっと、一つ教え

ていただきたいのですけれども、先ほどどこかの資料で、最低工賃と実際に支払わ

れている分の表があったかと思うのですけれども。 

  53 ページのところなんですけれども、最低工賃は最低工賃額として設定されて

いて、実際の金額はそれに加重されているということなんですけれども、今回最低

工賃を改定したとしても、実際に支払われる金額が今年上がるとか上がらないとか

わからないところなんでしょうか。 
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  すいません、ちょっとなんか変な質問なんですけれども。 

 

（賃金室長） 

  53 ページの資料を御覧いただきますと、最低工賃の金額と実際に事業所で設定

されている工賃額と比べてみたときに、ぴったり同じ金額になっている工程と若干

開きがある工程があります。 

  最低工賃が改定された場合には、その金額は必ずお守りいただかなくてはいけな

い性格のものですので、最低工賃額と同じ金額で支払われているものについては、

その分最低工賃に合わせた引上げが最低限必要、ということになります。 

  余裕のあるところは、最低工賃が引き上がったので実際支払われる金額も上げよ

うって御判断されるか、まだ余裕があるので、据え置きにしようかというのは、そ

れぞれの事業所と家内労働者との話し合いで決まることになります。 

 

（小林委員） 

わかりました。 

ありがとうございます。 

改定の必要はあるかと思っています。 

 

（落合部会長） 

  ありがとうございます。 

  ほかの委員の方、いかがでしょうか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 

 

（落合部会長） 

  よろしいでしょうか。 

  今、家内労働者側委員、委託者側委員の皆様それぞれから改定の必要ありとの御

意見を頂戴しました。 

  ですので、婦人服製造業最低工賃につきましては、改正決定をする必要があると

いう結論でよろしいでしょうか。 

 

（委員一同） 

（異議なし。） 
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（落合部会長） 

ありがとうございました。 

それでは、全会一致により、改正決定する必要があると認める旨、部会報告をさ

せていただきたいと思います。 

それでは、本審議会へ審議経過等を報告することとなりますけれども、その部会

報告案を事務局が作成しておりますので、報告案の配付と朗読をお願いできますで

しょうか。 

 

（賃金室長） 

それでは、案を朗読させていただきます。 

（案）。 

令和６年１月 19 日。 

山梨地方労働審議会、会長、小澤義彦殿。 

山梨地方労働審議会、家内労働部会、部会長落合圭子。 

山梨県婦人服製造業最低工賃の改正決定の必要性の有無について（報告）。 

当部会は、標記について慎重に審議した結果、山梨県婦人服製造業最低工賃につ

いて、全会一致により改正決定することが必要であるとの結論に達したので報告す

る。 

なお、本件の審議に当たった委員は下記のとおりである。 

以下、委員の皆様の氏名が記載されておりますが、朗読は省略させていただきま

す。 

次に裏面を御覧ください。 

裏面ですが、山梨県婦人服製造業最低工賃改正に係る審議経過の概要を記載して

おります。 

上が、本日の家内労働部会におきまして、審議事項につきまして御審議いただい

たことを記載しております。 

下は、令和５年 11 月 21 日に地方労働審議会本審が開催されまして、部会の設置

等につきまして御審議いただいたことを記載しております。 

以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ただいま、事務局に朗読していただきました報告案につきまして何かございます

でしょうか。 

よろしいでしょうか。 
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（各側委員） 

（異議なし。） 

 

（落合部会長） 

  よろしいでしょうか。 

御承認いただきましたので、この報告案どおり、次回の本審に報告させていただ

きたいと思います。 

それでは、事務局から、今後の予定について御説明いただけますでしょうか。 

 

（賃金室長） 

  説明いたします。 

配付資料のうち、「関係規定等資料」と書かれている資料をお手元に御用意いた

だければと思います。 

関係規定等資料の３ページを御覧ください。 

最低工賃決定の流れの図となりますが、本日の部会におきまして、山梨県婦人服

製造業最低工賃につきまして、「改正の必要あり」との結論をいただきましたので、

この図の流れのとおり、今後、速やかに地方労働審議会会長へ、直接、最低工賃の

改正諮問を行わせていただきます。 

その後、既に日程調整をさせていただいております、令和６年２月７日の午後１

時 30 分から、本日と同じこの会議室におきまして、最低工賃専門部会を開催させ

ていただきます。 

なお、開催の通知につきましては、後日郵送させていただきますのでよろしくお

願いいたします。 

また、改正諮問を行いましたら、労働局の掲示板等に、関係家内労働者及び関係

委託者からの意見を求める、「意見聴取に関する公示」を速やかに行います。 

この公示期間につきましては２週間を予定しております。 

意見聴取に係る公示のほか、最低工賃専門部会における参考資料とするため、前

回の改正時と同様に、最低工賃設定業務を委託している委託者と実際に業務を行っ

ている家内労働者に対しまして、事務局で改めて意見等を聴取することを予定して

おります。 

この結果につきまして、最低工賃専門部会に報告を行うことによりまして、関係

者からの直接の意見聴取に代えさせていただきたいと考えております。 

前回の婦人服製造業最低工賃の改正の際に実施しました意見聴取項目を参考にし

まして、意見聴取項目案を作成し、本日の資料の中に、一枚のペーパーをお手元に
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お配りしておりますが、内容を御確認いただきまして、何か追加で聴取した方が良

い項目等がございましたら、御指示等いただければと考えております。 

以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ただいま、事務局から、今後の予定等について説明いただきました。 

関係者からの意見聴取については、「事務局で意見聴取を行い、その結果につい

て部会に報告することにより代替する。」という提案がありましたが、事務局提案

でよろしいでしょうか。 

よろしいですか。 

次に、意見聴取項目につきましてですけれども、何か御意見等ございますか。 

 

（岡本委員） 

  よろしいですか。 

 

（落合部会長） 

  はい、お願いします。 

 

（岡本委員） 

  あの、意見聴取項目ではないのですけれども。 

  意見を伺う数というんですか、人数ってどんなイメージなんですか。 

 

（賃金室長） 

  最大の母数が、先ほど審議資料の中に御覧いただきました委託者さんと家内労働

者の方の数になります。 

  ただ、実際に御覧いただいた実態調査は、基本は通信調査でやった後、補足的に

電話でお問い合わせなどもさせていただいて調査させていただいているのですが、

特に家内労働者の方の場合、オレオレ詐欺の関係もあるのか、こちらからお電話を

してもなかなか出ていただけない方がそれなりに含まれておりました。できる限り

多くの委託者さんと家内労働者の方からの意見聴取を行いたいというようには考え

ていますが、委託者さんからも断られたりするケースもございますので、その観点

で言って、先ほど見ていただいた数字を最大として、少し減った数になるかなとい

うところです。 

 

（岡本委員） 
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  可能な限り多くのデータを集めていただけるという風に理解してよろしいですか。 

 

（賃金室長） 

  今回もともと母数が少ないので、できる限り、お聞かせいただける限りはお聞き

したいなと思っています。 

 

（岡本委員） 

  わかりました。 

 

（落合部会長） 

  はい、この点よろしいでしょうかね。 

  ほかに何か御意見等ございますか。 

 

（白倉委員） 

  すいません、一点よろしいでしょうか。 

 

（落合部会長） 

  はい。 

 

（白倉委員） 

  意見聴取項目の中で、受託されている家内労働者の側が自分の単価がどのくらい

かわかっているのか聞いていただきたい。 

  要は、低いやつ、先ほど、53 ページかな、見たときに、リンキングミシンによ

る取り付けが、74 円が最低工賃で、払われたのが 65 円ですよね。 

こういうふうに、下回っている場合があるので、委託されている側がそういうこ

とわかっているのかっていうのを少し聞いていただきたいなというのが、私の意見

です。 

 

（賃金室長） 

  最低工賃に対して低くなっていることを認識されていますかという。 

 

（白倉委員） 

  そう、最低工賃に対して低く払われてないですかって、認識されてますかってい

うこととか、そういうことを。 

  やっぱりこれって、ルール違反っていう形には見えるので。 
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（賃金室長） 

  今御覧いただいた点について、補足的に説明させていただきますと、調査の時に

は気付かなったんですけれども、過去の審議資料を今週見ていたのですが、リンキ

ングのやり方として、リンキングの取り付けっていう工程になっているんですが、

お仕事の出し方として、リンキングというのがニットとニットの布地みたいなのを

つなぎ合わせる仕事になるんですけれど、その際に、網目の目と目の間に針みたい

なものを入れていく仕事で、取り付けまで行くと、その針を通したうえで取り付け

したところまで仕事するんですけれども、一つの事業者さんでは、針みたいなもの

を刺すところまではやってもらうのだけれど、取り付けは家内労働者の方のところ

ではやっていないので、最低工賃より低い単価なんだみたいな話もありました。 

  そういったケースに該当するのかどうか、ちょっと確認したいなと思ったところ

もあったものですから。 

 

（白倉委員） 

  ああ、そうですか。 

  設定されていることと少し違うよという認識なんですね。 

  ああ、了解です、わかりました。 

 

（賃金室長） 

  ただ、今お話のあった点については、確認しておきたいと思います。 

 

（落合部会長） 

  はい、ありがとうございました。 

  今、白倉委員からいただいた御意見も含めて、聴取項目案を調整していただける

ということでよろしいですか。 

 

（賃金室長） 

  はい。 

 

（落合部会長） 

ほかに何かございますか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 
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（落合部会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは、事務局は、今後の作業を、今の御意見も踏まえて、進めるようにお願

いします。 

 

【  議事  （６）その他 】 

 

（落合部会長） 

それでは、最後に「その他」となりますけれどもが、各側委員で何かございます

でしょうか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし） 

 

（落合部会長） 

  よろしいでしょうか。 

事務局から何かございますか。 

 

（賃金室長） 

最後に一点、御連絡させていただきます。 

令和６年２月７日に開催する最低工賃専門部会の審議の冒頭におきまして、家内

労働者側及び委託者側の各側委員から、まず、審議に臨んでいただくに当たっての

基本的見解を述べていただくことを予定しておりますので、その御準備をよろしく

お願いいたします。 

以上でございます。 

 

（落合部会長） 

ありがとうございました。 

では、以上をもちまして、本日の家内労働部会を。 

 

（岡本委員） 

  すいません。 

 

（落合部会長） 



- 27 - 

 

  はいどうぞ。 

 

（白倉委員） 

  今の見解は、いつまでに出せとかは。 

  ２月７日ですよね。 

 

（賃金室長） 

  そうですね。 

  今回、もし、事前に基本的見解について、ペーパーの形にしていただいて、御準

備いただけるようでしたら前日の夕方までに私のところにメールでお送りいただけ

れば、専門部会の当日に机上に配布させていただきます。 

  ペーパーは、今回は必ずお願いするものではございませんので、ペーパーを用意

いただく御予定がなければ、当日、口頭でお話しいただく形でも差し支えございま

せん。 

 

（白倉委員） 

  はい、わかりました。 

 

（落合部会長） 

  ほかの委員の皆様、よろしいですか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 

 

（落合部会長） 

  よろしいでしょうか。 

  では、以上を持ちまして本日の家内労働部会を終了いたします。 

皆様の御協力を持ちまして、有意義な審議ができましたことを改めてお礼を申し

上げます。 

なお、本日の議事録の確認につきましてですけれども、本審の委員でもあります

小林委員、それから遠藤委員にお願いをしたいと思いますが、よろしくお願いいた

します。 

長時間お疲れ様でした。 

ありがとうございました。 

 


